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日本語学校と地域社会をつなぐサ}ピス申ラーニング
ープロジェクトに参加した外国人留学生の学び-
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Thc Serviじc-Lcarning(SL) is one of the ecluι:ation I1lc1hod !hat 01Tcr5 students gUllran1ced 
opportllnitics 01' simulating a sccnc 01' utiliχing their academic skills礼nclknowledgc in orclcr 10 solvc 
iヲraじti仁川 problems in local cOIllI111ni1y. By the accul1l111ation 01' SL prac1i仁cin lhc hOIllじlanJand 
abroad、aじcrtainknowL:dgc that is shared abollt thc how 10 1'0仁ecl<1nι! learning c!、1'CC1.Howcvcr， 
discussiul1 01、thcsignilic江ncじ 01'SL in Japancse education is stil in i1S inrancyう alongwi1h thc 
;llalysis 01、thじdcvじJOpl11じntancllcarning elTcct orlhe SL program‘il is lhe prcscn1 siluation in whiじh
1じaじじullilllation01' 1、lllrcpracl1じecasむsarc a wai tcd. 
Thc purpose of this Sllc!y is10 dcsiちnand implclllcntation of SL programs in .f;lpanesc 
ccluca1ion‘i1 is intcndccl 10 clariry thal what is gained by studen1s. In addition弓 notonly thc students、
pa rtncr org札口!万lt101日anc!local rcsiclents involved in 1hc SL progralll also 101l仁heclabollt how is 1he 
SL rccognizcd. 1 ¥Volld likc 10 get an indica1ion orthe fullre SL prograI1l clevclopment 
This (11・t1じlereporLS thc resll ()f a prac1ice 01' lhc SL in a Japanesc language school川 Tokyo.1 
prc日 nl(11 ovcrvicw 01' lhc pl・ogram<In cl SUllllllariχe the resullS of sludcnts' sclf.cvallla1Ion wi!h a 
Canべ10list and group intcrvic¥Vs. The OUlCOIllC of thc SL progr日l1lcan be describcd in thrcc poinlS 
IIじn1iuncdbclow. (1) Sllldcn1s Celn !"cel1hc improvclllcn1 In1he spcakillg skills orJapanesc languagc司
cspccially whilc C¥P1・cssinglheir opiniolls. (2) Sludcn1S ob1ain礼varie1うIOr knowlcdgじancl白川辺rcncss
by scrvicc aιtivitics. Thcy also sccmccl lo rcdiscovcr lhemsclvcs In lhc C01lll1lLllily by rccognizing 
various ¥'川lCSin lhじsocicty.(3) Ward olTiじcstaff ancl local rcsidcnlS invoJvじdin lhc SL progral1l 
with awarcncss 01' lllulticul1ural socicly. Thc ou1COlllC 01' lhis rescarch does Ilot only prcscnt ncw 
learning progr 
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i はじめに
品目(， 1 1)" 1こ千する 心部(は201 度末時}~\(で約2(7)J人であり、 111\入
の約l08h人と比べて約三桁の設となっている
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ArCel SII/dics TsukubiJ 13]-150、20]6
て llli域やそ!:会がy~える nljji1'むこ[j と ちに取う ため な
1 201 : 98)J 
」〆 いる。 (20]2)以
(2015) は、 I~I







以上のように、 内外に ~t によっ、そ め につい 法ある






かをrYjらか ること く、 SL








') 、5 あたり、 JilJ:i111丈え I1 本話料、台分、メ:設)~í-、地J沿の背殺に?~~く!'J.~，~H し、たします。
I本日教育機関(f)~fÎ'，汗正・認定事業:丸子)ï支え年以、米20ヂ;余年のj説法:をイプし、 11 本 1ifi の λY:;l，'1を
























げて山間し、希明者を募った。第 1JVJ 3年 4月 Fi~ 6 )j 20 E])は 5名、
7月 1--9 )j 261l )法 2名であった。なお、
































































立1 日本:型サ… クトの守主計F支持与Clfil/j三200B: (5) 
お 大江戸詰長ï~M~は平成支 )j 末時点でそ主主主 1，立体、作tf-人数母、090人である。また、主IHli} !iUヤヤユ
フォーふの貸し11，してチもあっ、キャンペ…ンで配布するティッシュ、;先住外)))<Jllなどの:1(1乏ちるふ。 filWベ
ホームページhttp://www.citv.taito.lg.jp/(2015:iF 12月10 III~~J 覧)
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辻、お Iこ1fyりむ学生7ごけでι:く にとっても ある} ゴアア U~ dつ0 0 li'! 
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31( J SLプログラム全体ωifrtAしけ




















一一|祭主至。 I携帯灰皿配布) I 
l 現行の条例の検討やこれまでの気1<第6週>
















本は、 ilhh力iではなく 「協働j という発泡{が草 JJjで、あること、また、 SLの J)IL論やプ:i~t を学校の
すみずみまで十J透させることで、教i':ili と !I:.徒の関係、救 nlli と救i'\l li の Iy，jf系、さらには~f:校と地域の
IY:J係といった械々な関係に変化が見られる、と述べている (H守本 200S:70-7])。
このは今後のJW氾!であるが、尖践校にはプログラム Im~fìll守点でそのような fJ也がなかっ
たことや、眉 I~I 身もその地域{こ jり「ねしがなかったことなどから、初年度のプログラム:没 1;1ーでそこ
までのj用組を拘げるには)!¥IJII¥があった。そこで、まずは救f:ilである革者1'身が行政と協働するこ
十) ')~ll'U支 ω カリキュラム ~:jl!i 1&ωKI;{~ 卜寸前 1 J~J は全 ~J .i0l1i \Jのプログラムであったが、日~ WJI土内起であった。
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はプログラム前半および最終日に、 I1 本能力に i到する I~I 己評1111j を行う機会を li支けた。 1'-1 己評価
シートは、青木 (2006)が公開している rH本部ポートフォリオj10の「私の 1'-1 己 ~}HllI îJ より、木
実践が期待する1::1 本語能力、特に「話す J に関する 38J玄白を抜粋して作)~たした。評価は{全く
できないjが 1L 1とてもよくできるjが I5 Jの、 5段階で1'-己評ijliを記入する形式であっ
た。なお、授業はすべて [1本訟で行ったが、学生の日本詰能力による解釈の誤解を防ぐため、 1'
己許可ilシートは彼らの母;百である中国訪問休字Jliをイ史)目した。
分析の前ij巣、全38J}IIヨi千人消 1Jt は37項 l~l 、第 11 J~j は36項目に向上が兄られた。 五ー三上iが
共通して向上した項目は、第 1J切が[私の1V"j心事についてすらすら話す(項目:4) _1 I新聞やテ
レビが言っている意見について話しあったり、自分の感想を言う UJII~! : 13) J、第 1J0Jが II~I
分の学留経験について、意見や感想を言う(項目:7) J 1-文化的ノレールについて、 I~! 分の回と|二i
本のi司じところと，遣うところを説明する(:項目:23) Jであった。
1'-己評11!iシートの結巣に向上が見られた項目について、インタビューでは、木授業のどう
いったところでそれを実感したかを出いた。その盟国として挙げられたのは、 ItH~ り返り J であっ
た。以前は人前で話すことが子だったという学生は[授業がある 11寺、いつも終わる前に I~I 分の
意見を説明しました。多分それで、練習しました。今、ちょっと自信があります。」と述べてい
る。また、これまで発表そのものの機会がなかったという学生は、成果発表会の経験について























































































































































































































Arc;J SlUdies Tsukubtl . 131-)50，2016 
れた。 7、: Jのように、長i し、 i二; イメ 。〉
を折1~?J!lJす もi長jかれた。「甲ゃみを拾うJ 1:] 
ぷ二 、予 イメ ジアッ し
ったハ
については、 II~! 分 っ?こ 1Jミ をよ、


















































しれません。だから、それが私にとって一帯芯|味があるとJよい、ます。 (y:第 1Jt 9 rJ26 
1インタビュー、 l'J行有力1年)
Y は、 i:UJ学校に米る際に学校近くの会主I~の人たちがれ'1 J'íl~ を行っているのを見た。そのとき 1' 1"1
分たちだけではない、仲間がいる j という J岳山を判た。そしてその!ぷ1i'Jは、 I~I 分たちの lì'HII}(~' Uì)J







ません口前山のように私述のクラス 4人か 5人かで七している。それは「バカかj と
されることもありますよね。けど、そういうとき会社の人たちも|可じことをやっている
のを凡て、 11'InJだと思った。立いの不安をとり除く、そういう意味です。 (y:知 1HJ 9 
YJ 2611インタビュー、 IJ 者力
プログラム当初J は[まちをきれいにするための行:為j でしかなかったがH'~}{訂正リJ が、士山j或のノ\と
J':I分たちの['任いの不乙ム=をl収り|徐く J，怠IN:をJ王子つものになったことがやリえる。 Yと同じように、
授業 I)~存をあまりよく矢1I らずに選択した学生は他にもいた。いずれもプログラム河初は佼業に怠
を見 /1 い士なし叶葉子であったが、 1fJ~ 々に汗それぞれの)立設を見つけていった。 J受業の J、?つな IU::
を、 II~I 分側からだけでなく，怯々な立場で考えてみたことが虫:自の一つである口
IV圃サービス・ラ一二ングの協力機関および地域住民の声
木SLの 1);1;力機 WJ は、台京 i正佼J~rー である口[;<:役所職員にはプログラム 1;支え l' の段 i析から、本実践
のj也円および側主jを伝えた|二で'WufUJをおiJ;liい、した。また、初[1オリエンテーションおよび成県発
表会の燃には米校をおJ~~[ し、し、学生の学びの戸 fや収集を由民伝える機会を 1;生けた。さらに、)点栄
発表会には各[I[地域住民を招待し、そこで、のな見交換に加わってもらった。本れでは、|三役所Jli官
L1およびi也j或(主上己の SLIこ刈ーする j:f を宇1~1主ーする。
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SLプログラム冬ア哉、役j好j段員の協力を
6 Y.I 1:に約40分、二日!

















































































































6 30!] I起きとうんですよね。(iくさん:201 てもいしことだか





























はとても芯 I~( のあることだと ι(し\ます。 (U さん: 2013~rl0月 1 H受メーノレ)
j点以発表会で rV1(-段私たちがIU1iしていても気がつかないようなところに気づき、 J起案してい
たJ~学生の依子ーから、“ffi学生がll:会参ïíLí iすることの意味"について考えたという日が詩かれて
いた。 SL を過した ftf学生の社会参jllii は、 i地也 j城或の I~I二-1 本人とのイ、l江1






域社会の a員としての 1=党を高め、地域社会へ貢献する意欲を持つo (3) 区役所W~flや地域住氏
などSLプログラムに関わる者には、多文化共生社会に対する気づきを与える。
suこ取り組んだ学生には、:主
れた。救主や教科の 1:/:1では決して ことのできなしイ現実社会の 1木Jから得た学びである。










ねたかを|りl らかにした。このことは、未だ実践例の少ない H 木説教育訓J坊における SL)~践の花i[
み上げ、に文献するとは1寺に、新たな教育的示唆を得た。また、学生だけでなく、 SLプログラム
に関わりのあった協力十幾聞やi也 I或イ'.t 上己がSLをどのように識したのかについても f~1; れ、今後の




































:)1: 1¥友:!JI_子・ j二百尖有紀 201ヰ{ボランティア実留を通して学ぶ日本語セミナーコースの実技
教における「サーピスラーニングJ J 芝日本語教育学会実践研究ブォーラム
ら?ω





? ? iU本ij学校におけるサーピス・ラーニン と成*~J [1 ?
ンティア学青年:会











ングの l~素を取っ人れた上級 [1 本語教育の試み r 本語教育 153~j' ，
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